
空き家バンクに登録している家屋について、市外在住者又は市外からの転入後1年未満の者
（空き家バンクの利用登録者）との売買契約又は賃貸借契約（3親等以内の親族関係による契
約を除く。）が締結される見込みがあり、市内業者を利用して改修、清掃、家財道具等の廃
棄等を行う場合にその経費の一部を補助します。
【補助金額】経費の1/2（上限400,000円）
※賃貸借契約において、家主の承諾を得ていれば、借主も申請できます。
【お問い合わせ先】
えびの市役所 企画課 定住対策係 0984-35-3713（直通）

「きゃんせ！えびの通信５２号」をご覧いただきありがとう
ございます。厳しい暑さの毎日ですが、皆様いかがお過ごし
でしょうか。今回の通信では「空き家バンク活動事業補助
金」のご紹介 と、空き家バンクに登録されている「空き家情
報」、裏面 では「まちの人の声」インタビュー記事を掲載し
ています ので、ぜひ、ご覧ください。お盆等ご家族・ご親戚
がお集りになった際にでも、空き家（空き地・
空き店舗）について今後どうしていくのか、
誰が管理していくのかなど、話し合いを
されてみてはいかがでしょうか。

空き家バンク登録や、移住・定住についての相談など、
お気軽にお問い合わせください♪

空き家 No.３２7＜原田 ＞ 空き家 No.３３０＜島内＞
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【発行元】えびの市移住・定住支援センター

空き家情報

きゃんせ！えびの通信

■センター利用の状況
問い合わせ件数・・・１８９件
移住者数・・６世帯（１０人）

■空き家バンクの新規登録状況
空き家登録数・・・・・・３件
空き地登録数・・・・・・０件
利用希望者登録数・・・１０人

希望条件：売 ９９万円
床面積：65.71㎡ 敷地面積：153.79㎡
間取り：3SLDK 駐車場：車庫無2台

52号

空き家バンク活動事業補助金

２０２６年５⽉〜６⽉

※詳細を知りたい方は「空き家バンク利用登録」が必要です！

えびの市移住・定住支援センター ☎ 0984-27-3242

希望条件：売 ３５０万円
床面積：96.81㎡ 敷地面積：717.16㎡
間取り：4DK 駐車場：車庫有2台



Q.現在、どのような暮らしをされていますか？

Uターンと同時に家業のラーメン店（三幸ラーメン）を継ぎ、今年で3２年を迎えます。

現在、母、妻、私の3人暮らしです。

Q.“えびの”で暮らしてきてよかったことは何ですか？

えびの市で暮らしてよかったことは、世代を超えて気軽に話ができる人に恵まれていること。

そのおかげで色々な面で助けられることが多いです。例えば、今の私は親を介護する身になりましたが、同

じ悩みを抱えている方からアドバイスがあったり、年配の方から「無理すんなよ（無理するなよ）」って励まし

ていただいたり、とてもありがたいです。

Q.“えびの”の魅力、好きなところを教えてください。

えびの市はズバリ！自然豊かなところ。やはり、自分で体験することが一番だと思います。

登山やえびの高原の池巡りはおすすめです。霧島エリアには魅力ある山々がたくさんありますよー。

また、何と言っても温泉が豊富。リラックスしたい時はサイコーです。

Q.“えびの”でのお勧めの休日の過ごし方を教えて下さい。

休日の過ごし方は、アクティブに早朝からのウォーキングで心地よい汗をかき、その後温泉へ。

それからえびの市内へグルメ旅。

我が家も飲食店なので、そのルートに乗っかれば満足感アップかな（笑）

でも、「家の近くに温泉がある」って、本当に贅沢です。

Q.これから“えびの”へ移住を考えている人に一言お願いします。

えびの市は過疎地域でありながらも地理的に交通の要所です。立地としては、宮崎・鹿児島・熊本のいずれ

にも行きやすい土地です。田舎に心地良さを感じながらも、都市部にも気軽に足を運べる条件の良さがあ

ります。また、地元の飯野高校が地域密着型の教育をカリキュラムに組み込み、若い世代の知恵で、もっと

もっと住みやすいえびのにすべく行動しています。

子育て世代の方々には田舎の良さを知って貰えるのではないでしょうか。

また、子育てを終えられ移住を考えていらっしゃる方には、この加久藤カルデラのスケールの大きさを肌で

感じてもらいたいたいです。

これから先も、この愛するえびの市が楽しくなること間違いなしです。

えびの市移住・定住支援センター
〒889-4292
宮崎県えびの市大字栗下1292 えびの市役所3階
電話 ０９８４−２７−３２４２
メールアドレス ebino-iju@aioros.ocn.ne.jp
相談時間 平日 9：00 〜 16：15

織田 純一郎さん
えびの在住歴：５０年

職業：飲食業（三幸ラーメン）

家族構成：夫婦・母（３人世帯）

田舎に心地よさを感じながらも

都市部にも気軽に足を運べる条件の良さ


